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本研究では，第Ⅰ部と第Ⅱ部の 2 部構成により，上記の研究目的を達成する。 
まず第Ⅰ部では，「教師の‘感性的省察力’はキャリアステージの様態にある」とする




































テージの様態にあることを検証する（第 4 章）。 


















学校の教師 503 名を対象に，自らで作成した「力量の自己診断調査票（計 48 項目）」を
5 段階評定尺度法（1 点：持ってない～5 点：十分持っている）で実施し，主因子法によ
る因子分析を用いて‘教師の能力’の構造を検討している。その結果，‘教師の能力’と
して，98.0％のきわめて高い累積寄与率を以って，「経営能力」，「教授展開能力」，「生徒
指導能力」，「生徒把握能力」，「人格性」の 5 因子が導出されている。加えて，これら 5
つの因子得点と教職経験年数との関係を検討した結果，教師の教授活動に関わる「生徒


































昇し，教職経験 30 年以降から逓減する傾向に転じる。上記の教職経験 5 年目以降
から 15 年頃までの結果には，‘結婚’，‘出産’，‘育児’といった外的な制限要因の
関与が推察されている（小林）。 
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